
水産用アイベット 水溶散の滴下 法 による 
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はじめに 11 同 15 日の最終消毒までに 7 回行った。 試験 

現在，卵子消毒に 使用されているマラカイ 期間中，水生菌の 付着状・ 況 水温気温 ( 外 

ド・バリーンは ，その 強毒 ，性から生産を 中止 温 ) PH, 比重の観察，測定を 行った。 

されそれに変わる 卵子消毒薬品力斗臭素され 11 月 16  17, 19 日に塩水淘汰検卵を 行い， 

ている。 アイベット水溶 敬 は，最近，山の 内 生卵， 托 卵数を計測し 死亡率生存率を 求 

製薬 K . K2 0 開発され幾多の 魚 病 に効果 めた。 

を 発揮している。 結 果 
本試験は，マラカ イ ド・バリーンに 変わる 試験期間中，ふ 化用水の水温は ，漸次，低 

卵子消毒薬品として ，このア イ ベット水溶 散 下し y 艮一 0.1327x4-6.4142 という直線 自り 

がその効果を 持っか否かを 目的として行われ 傾向を示した。 気温は日変化が 激しく，特に 

/" @O 11 同 20 日から急激に 低下している (fig. l) 。 

本試験を行うにあ たり，本場面Ⅱ @ 官 ，十 一列のふ化槽に 注入される水量は 30 一 3241 

勝事業場長笹本技官より 多大な 御 指導援助を min と 一定に保たれた。 また， ふィ ヒ用水 ク @)pH 

受けた。 ここに厚く感謝の 意を表わすもので も 6.4 一 6.5 に，比重も 0 ． 995 に一定であ り， 

あ る。 消毒薬の混入による 変化はみられなかった。 

方 法 試験に使用したふ 化槽 No.1 一 3 には，各々 

本試験に使用した サケ (Oncorhynchuske-  27,8000 粒， ふィヒ槽 N0.4 には 127,000 粒の卵 

ta) の卵子は， 197.,W 年 l0 月 12 日， 十 L 内 畜養池 力 収容された。 卵 収容後最初に 水生菌力斗 寸 

の再生産用 親 魚から採卵媒精されたものであ 着したのは， Nn.l ふ化槽で 10 同 24 日に観察さ 

る。 受精卵は，ただちに ， さ けます ふィ は 券 十勝 れた。 さらに， 10 月 31 日に菌の増加がみられ 

文場十勝事業場第 2 ふ化 室 に収容した。 ふィヒ - 般に ， 菌は ， ふ化槽の下段に 進むは ど 多量 

詰 はアトキンス 式ふ化器を使用した。 に 付着しており ， 11 同 19 日以後では No.2, 3 

試験 ふィ 傭は 4 樽 用         

煮 し No.1 にはア イベ 
  

      
  ソト lppm,No.2 には                                     
アイベット 5ppm,             ノ @ 一 o.l3 で 7 @+6 4l@ 之 

3 にはアイベット 10     
ppm, N0.4 には てラ ；                       。 ，ア   
イド・クリーン 1/20   

  
Xlc14 の濃度になるよ   

3% 消毒した。 Ⅰ 肖毒 時間   ヰ ・㌔ よ，                                 4 。 
は 5 日に 1 回， 1 時間   

month-dly 

滴下で行った。 消毒 開 f ㎏． @  Variation  of  water  fem 。 。 rature 行 ea@line) 
始は 10 月 12 日からで ; and@ temperature@(broken@ line) 
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で 80% 以上の卵が菌に 犯されているスタック 

も出現している。 

また，一般に ，水の注入口附近のスタック 

に，特に多量の 菌力斗 寸 着し中でも，アイベ 

ット消毒による No.1 一 3 ふィヒ 槽では，薬品の 

注入に伴い，泡立ちが 激しく，特にその 部分 

では。 托 卵 数 が多く，菌も 多量に付着してい 

た。 

ょ、 ィク圏 No.1 一 3 は，消毒日数を 経ても，菌 

の減少はみられず ，逆に増加していた。 すな 

わち，アイベット 消毒による卵に 付着した 菌 

は ， 日を逐うごとに 放射状拡大または「だ 

んご」 状 拡大を呈し托卵ごと 生卵を水生菌 

で包容 し 拡大していった。 水生菌の成長の 進 

んだものは，ふ 化金の上 蓋 にまで成長し 上 

蓋を取らずとも 水生菌の発育状況 力潅見 察され 

た (fiS. 3 一 1) 。 また。 検卵の際 ふィ 日郎 0 ・ 

1 一 3 の卵は，汚泥水から 発せられるメタン 

ガス状の異臭をはなっていた。 

それに対して ，ふ化槽 N0.4 は，一時的，菌 

の増加が見られたものの ，後に減少し 皆無 

になったスタックも 見られた。 

水生菌の種類は 2 種観察され (fig.2 ) 。 

一種は節部が 内側に凹み ， 主に水上を這うよ 

うに放射状にのび ，直接，卵に 影響を与えて 

いるようには 見受けられなかった。 も う 一種 

は節 力 阿 片 常にみえにくく。 菌の先端には 冠毛 

状 のものカソ十着していた。 主に卵に付着し 

「だんご」状に 増加していた。 また，水生菌 

に混ざり，多数の Protozoa が顕微鏡下で 観 

fig ． 2@ Two@ species@ of 
oquatic@ bacteria 

察された。 

塩水淘汰検卵後の 生存率は， No.1 ( アイベ 

ット lppm) で @57.1%, No.2 ( アイベット 5 

ppm) で 57.9%, N0.3 ( アイベット loppm) 

で 55.0 拷 ， N0.4 ( マラカイド・バリーン 1 Ⅰ 

20X104) で。 69.3% であ った (Tablee l) 。 こ 

のように，アイベットにおいては ，その濃度 

に関係なく生存率は 低く，かえって ，アイベ 

ット l0ppm 消毒卯の方が ，それよⅡ 邸 濃度の 
消毒卵子より 低い生存率を 示した。 

考 察 
アイベット水溶 敬 は。 一冊 吏に ，止水中での 

薬浴用意病薬として 知られており ，あ まり， 

流水中での滴下浜による 角   病薬としては 使用 

されていない。 また，この薬品は 薬浴中の水 

の PH を約 3 と強酸性に変化させる。 

本試験においては ， @ む 水中，滴下 法 で卵を 

fl9 3 一 1 fl9 3 一 2 fl9 3 一 3 fig 3 一 4 
(Aive 止 lppm) (Alvet 5pPm) (Aivet@ loppm)@ (Malachite@ green 

1/20X l0 。 ) 

fig ． 3 A hatching tray of attaching aquatic bacterium 
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消毒したこと ，用水の p" が 薬品注入後も ， とんどが不受精卵か ，未熟 卵か ，受精直後の 

変化しなかったこと ，水生菌の発生付着を 抑 月明 莫 ぁ則 ヒ 以前のもので 水生菌は， 托 卵 に 付着 

制防止できなかったことなどから ，アイベッ し繁殖したものと 考えられる。 また，マラ； 

ト水溶 敬 は， 流は欠 中での滴下 式 卵子付着水生 イド・バリーンの 消毒効果は死卯の 混入が多 

菌 消毒には不適であ ると考えられる。 い 場合に低下するといわれている。 本試験に 

検卵の際，マラカイド・バリーンで 消毒し おいて，マラカイド・バリーン 消毒 ふィヒ 槽の 

た 卵子中の死 卯 のほとんどは 発眼期 以前のも 死亡率が平均より 高かったのも。 そのためで   

のであ った。 卵膜は硫黄を 含む硬蛋白質から ないかと思われる。 

なり，受精の 時，受精 彼 により卯の表層 胞が これに対しアイベット プ ，灼を散消毒卵子中 

崩壊し卵膜が 分離し卵膜の 内層にか し シ の死 卵 のうち，かなり 多量のものが 発振 卵 で   

ウム 力仮 着し，膠質変化により 卵膜力斗 則ヒす あ った。 このことから ，アイベット フ ，股を散 消 

るといわれる ( 浜野 1949) 。 卵膜の硬度は 発 毒 卵子は卵膜が 充分布 則ヒ した 発眼 期の生卵に 

生が進むにつれて 変化する。 すなわち， NI-  も水生菌が付着し 卵を覆ったため ，窒息死 

KOLSKI(1963) によると，サケにおいて ， する卵が多かったものと 考えられる。 

卵に対する耐圧は 受精前 1009, 受精後 2 時 大屋 い 935) は，養鯉 場ふィヒ 池で，コイの 卵 

間 7009, 桑実 後期 3.5 一 4.Okg, 心臓の脈 に付着する Leptomitus sp. 仙一種の水生菌 

博 開始期 4 一 5k 色ふ化直前 5 日 2 一 3k9,  を報告しているが ，本試験において 観察され 

ふ化直前 2009 と変化する。 従って，マラカ た 菌もそれによく 似ており， Leptomitussp. 

イド・バリーン 消毒卵子中の 死 卵は ，そのほ と Sphaerotilus sp. でないかと   巴   われる。 

Table l. Capacity 0f egg cell and l@ve rate 

medicine@ of 
dis@infection                 capacity｛f egg…ell number｛f death‘ggs number｛f live‘ggs mor (%) 丈 al¥ 唯 ¥y llvP ( ク 乙 Ⅰ ュ七 ) p 

      Aivet 1@ ppm 278,000 119,000 159,000         57.1 

No@ 2@ Aivet 5  ppm 278,000 117,000 161,000             loppm 278,000 125,000 153,000             
green 127,000 39,000 88.000           
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